
 

３－４ 平成２１年度の公共測量の実施状況（表－49） 
 国及び地方公共団体等の測量計画機関に対し、それぞれが平成 21 年度に実施した公共測

量の全般について調査を行い、測量新技術への対応状況、公共測量実施計画書の状況、並

びに、測量種類、計画機関、測量目的、都道府県、及び地方測量部等管内に大別して集計・

分析を行った。 
 公共測量の実施の有無の状況については、表－49 のとおりであり、公共測量を実施した

機関は 838 件（回答提出部署全体の約 45％）で、前回調査結果（887 件）からやや減少し

ている。 
 

表－49 計画機関別 平成 21 年度の公共測量の実施の有無 
 

 
３－４－１ 測量新技術の対応状況 
作業規程に定めのない技術を用いた測量の実施状況と、ネットワーク型 RTK-GPS 測量

作業、RTK-GPS 測量作業、デジタル航空カメラ撮影による写真地図作成作業、航空レーザ

測量作業といった測量新技術への対応状況について、公共測量を実施した測量計画機関に

対し調査を行い、計画機関別に集計・分析を行った。 
 
（１）測量新技術の実施状況（表－50） 
作業規程に定めのない技術を用いた測量の実施の状況については、表－50 のとおりであ

り、15 件（公共測量実施部署全体の約 2％）であった。 
計画機関別に見ると、市・特別区が全体の 2/3 を占めていることがわかる。また、市・

特別市は計画機関別の中での実施比率が最高の約 3.2％に上り、最も取組みが進んでいると

言える。その次には、国土交通省での実施比率が約 2.7％に上っており、比較的取組みが進

んでいると言える。 

計
件数（件） 比率（%） 件数（件） 比率（%） 件数（件）

内閣府 1 25 3 75 4
宮内庁 0 0 1 100 1
法務省 25 81 6 19 31
財務省 0 0 7 100 7
農林水産省 10 19 43 81 53
経済産業省 0 0 4 100 4
国土交通省 114 58 81 42 195
環境省 1 25 3 75 4
防衛省 4 100 0 0 4
都道府県 182 43 238 57 420
市・特別区 321 59 219 41 540
町 142 33 286 67 428
村 25 25 76 75 101
独立行政法人 13 17 62 83 75
総計 838 45 1,029 55 1,867

　　　　　区分
計画機関

あり なし
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表－50 計画機関別 測量新技術の実施状況 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

注：無回答が 27 件あった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－1 実施したことがない測量新技術（件）（回答数 838 機関） 
 

計
件数（件） 比率（%） 件数（件） 比率（%） 件数（件）

内閣府 0 0.0 1 100.0 1
宮内庁 0 - 0 - 0
法務省 0 0.0 25 100.0 25
財務省 0 - 0 - 0
農林水産省 0 0.0 10 100.0 10
経済産業省 0 - 0 - 0
国土交通省 3 2.7 109 97.3 112
環境省 0 0.0 1 100.0 1
防衛省 0 0.0 4 100.0 4
都道府県 1 0.6 171 99.4 172
市・特別区 10 3.2 299 96.8 309
町 1 0.7 140 99.3 141
村 0 0.0 24 100.0 24
独立行政法人 0 0.0 12 100.0 12
総計 15 1.8 796 98.2 811

　　　　　区分
計画機関

あり なし

55



 

（２）ネットワーク型 RTK-GPS 測量作業の実施状況（表－51） 
 ネットワーク型 RTK-GPS 測量作業の実施の状況については、表－51 のとおりであり、

「作業を行ったことがある」のは約 14％であった。これは前回調査結果（約 4％）と比較

すると、10 ポイントの増加であった。これに「これから導入予定である」を加えると約 16％
となり、前回調査結果（約 5％）と比較すると 11 ポイントの増加であった。 
 計画機関別に見ると、国土交通省での実施率が最も高く（50 件以上の回答があった測量

計画機関で比較）約 23％であった。その次には、都道府県での実施率が高く、前回調査と

比較すると市・特別区を上回ったことがわかる。 
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（３）RTK-GPS 測量作業の実施状況（表－52） 
 RTK-GPS 測量作業の実施の状況については、表－52 のとおりであり、「作業を行ったこ

とがある」のは約 20％であった。これは前回調査結果（約 9％）と比較すると、11 ポイン

トの増加であった。これに「これから導入予定である」を加えると約 22％となり、前回調

査結果（約 11％）と比較すると 11 ポイントの増加であった。 
 計画機関別に見ると、国土交通省での実施率が最も高く（50 件以上の回答があった測量

計画機関で比較）約 34％であった。その次には、都道府県での実施率が高く、前回調査と

比較すると市・特別区及び町の実施率を抜いたことがわかる。 
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（４）デジタルカメラ撮影による写真地図作成作業の実施状況（表－53） 
 デジタル航空カメラ撮影による写真地図作成作業の実施の状況については、表－53 のと

おりであり、「作業を行ったことがある」のは約 30％であった。これは前回調査結果（約

19％）と比較すると、11 ポイントの増加であった。これに「これから導入予定である」を

加えると約 32％となり、前回調査結果（約 21％）と比較すると 11 ポイントの増加であっ

た。 
 計画機関別に見ると、市・特別区での実施率が最も高く（50 件以上の回答があった測量

計画機関で比較）約 42％であった。その次には、国土交通省での実施率が高かった（約 40％）。 
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（５）航空レーザ測量作業の実施状況（表－54） 
 航空レーザ測量作業の実施の状況については、表－54 のとおりであり、「作業を行った

ことがある」のは約 8％であった。これは前回調査結果（約 6％）と比較すると、2 ポイン

トの微増であった。これに「これから導入予定である」を加えると約 9％となり、前回調

査結果（約 7％）と比較すると 2 ポイントの微増であった。 
 計画機関別に見ると、国土交通省での実施率が圧倒的に多く（50 件以上の回答があった

測量計画機関で比較）約 36％であった。「行ったことがある」機関での国土交通省の占め

る割合は約 65％であった。一方で、都道府県、市・特別区、及び町は、「作業を行ったこ

とがない」及び「今度予定もない」を合わせると、いずれも 90％を超えることから、この

作業の導入は進んでいないことがわかる。 
 

62



 

表
－

54
 

計
画
機
関
別
 
航
空
レ
ー
ザ
測
量
の
対
応
状
況

 
 

注
：
無

回
答

が
16

3
件

あ
っ
た

。
 

 

計
件

数
（

件
）

比
率

（
%
）

件
数

（
件

）
比

率
（

%
）

件
数

（
件

）
比

率
（

%
）

件
数

（
件

）
比

率
（

%
）

件
数

（
件

）
内

閣
府

0
0.

0
1

10
0.

0
0

0.
0

0
0.

0
1

宮
内

庁
0

-
0

-
0

-
0

-
0

法
務

省
0

0.
0

14
60

.9
0

0.
0

9
39

.1
23

財
務

省
0

-
0

-
0

-
0

-
0

農
林

水
産

省
0

0.
0

3
42

.9
0

0.
0

4
57

.1
7

経
済

産
業

省
0

-
0

-
0

-
0

-
0

国
土

交
通

省
34

35
.8

44
46

.3
1

1.
1

16
16

.8
95

環
境

省
0

-
0

-
0

-
0

-
0

防
衛

省
0

0.
0

1
33

.3
0

0.
0

2
66

.7
3

都
道

府
県

9
6.

5
81

58
.7

3
2.

2
45

32
.6

13
8

市
・

特
別

区
7

2.
7

15
3

58
.4

2
0.

8
10

0
38

.2
26

2
町

1
0.

9
75

64
.7

0
0.

0
40

34
.5

11
6

村
0

0.
0

17
81

.0
0

0.
0

4
19

.0
21

独
立

行
政

法
人

1
11

.1
6

66
.7

0
0.

0
2

22
.2

9
総

計
52

7.
7

39
5

58
.5

6
0.

9
22

2
32

.9
67

5

　
　

　
　

　
区

分
計

画
機

関
作

業
を

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

作
業

を
行

っ
た

こ
と

が
な

い
こ

れ
か

ら
導

入
予

定
で

あ
る

今
後

予
定

も
な

い

63



 

３－４－２ 公共測量実施計画書の提出状況 
 公共測量を実施する場合、又はその実施計画を変更しようとする場合は、測量計画機関

はあらかじめ公共測量実施計画書を提出して、国土地理院の長の技術的助言を求めなけれ

ばならないと、測量法第 36 条で規定されている。 
 ここでは公共測量実施計画書の提出状況について、公共測量を実施した測量計画機関に

対し調査し、計画機関別に集計・分析を行った。 
 
（１）公共測量の計画者の状況（表－55） 
 公共測量の実施にあたり、その実施計画を測量計画機関、当該測量の実施者とは異なる

測量設計コンサルタント、又は当該測量を実施する測量作業機関の三者のいずれかが担当

したかについては、表－55 のとおりであり、「自機関」が行ったのは約 52％であった。こ

れは前回調査結果（約 50％）と比較すると、1 ポイントの微増であった。また、「自機関」

に「測量設計コンサルタント」を合わせると約 66％であり、前回調査結果（約 68％）と比

較すると、2 ポイントの微減であった。 
 前々回からの推移では、「自機関」での実施率は、微増傾向にあることがわかる（前々回

調査 46％→前回調査 50％→今回 52％）。 
 計画機関別に見ると、「自機関」での実施率は、国土交通省が最も高く（50 件以上の回

答があった測量計画機関で比較）約 57％であった。また、都道府県、市・特別区、及び町

の前々回からの傾向は以下のとおりで、都道府県は微減傾向、市・特別区及び町は微増傾

向にあることがわかる（前々回→前回→今回の順）。 
   都道府県： 約 50％→約 53％→約 45％ 
   市・特別区： 約 44％→約 45％→約 51％ 
   町：  約 39％→約 49％→約 56％ 
 

表－55 計画機関別 公共測量の計画者の状況 

注：無回答が 22 件あった。 

 

計

件数（件） 比率（%） 件数（件） 比率（%） 件数（件） 比率（%） 件数（件）
内閣府 1 100.0 0 0.0 0 0.0 1
宮内庁 0 - 0 - 0 - 0
法務省 12 48.0 0 0.0 13 52.0 25
財務省 0 - 0 - 0 - 0
農林水産省 7 70.0 1 10.0 2 20.0 10
経済産業省 0 - 0 - 0 - 0
国土交通省 63 56.8 16 14.4 32 28.8 111
環境省 0 0.0 0 0.0 1 100.0 1
防衛省 3 75.0 0 0.0 1 25.0 4
都道府県 78 44.8 25 14.4 71 40.8 174
市・特別区 159 50.5 42 13.3 114 36.2 315
町 77 55.8 25 18.1 36 26.1 138
村 13 52.0 6 24.0 6 24.0 25
独立行政法人 9 75.0 1 8.3 2 16.7 12
総計 422 51.7 116 14.2 278 34.1 816

　　　　区
分

計画機関

自機関（職員）
測量設計コンサルタント
（測量の実施とは別に計

画、策定を依頼）
測量作業機関
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（２）公共測量実施計画書の提出状況（表－56） 
 公共測量実施計画書の国土地理院長への提出の有無については、表－56 のとおりであり、

「提出した」は約 74％であった。これは前回調査結果（約 69％）と比較すると 5 ポイント

の増加であった。 
 計画機関別に見ると、国土交通省での提出率が最も多く（50 件以上の回答があった測量

計画機関で比較）約 86％であり、前回調査結果（約 73％）と比較すると 13 ポイントの増

加であった。その次には、市・特別区での提出率が高く、前回調査結果（約 81％）と比較

すると 2 ポイントの微減であった。 
 

表－56 計画機関別 公共測量実施計画書の提出状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：無回答が 21 件あった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：公共測量の実施機関数の合計は、838 機関 

実施計画書の届出機関数の合計は、607 機関（無回答が 231 機関） 

 
図－2 地方測量部等管内別 公共測量の実施機関数と実施計画書の届出機関数（機関） 

計
件数（件） 比率（%） 件数（件） 比率（%） 件数（件）

内閣府 1 100.0 0 0.0 1
宮内庁 0 - 0 - 0
法務省 16 64.0 9 36.0 25
財務省 0 - 0 - 0
農林水産省 6 60.0 4 40.0 10
経済産業省 0 - 0 - 0
国土交通省 94 85.5 16 14.5 110
環境省 0 0.0 1 100.0 1
防衛省 3 75.0 1 25.0 4
都道府県 122 69.7 53 30.3 175
市・特別区 249 79.0 66 21.0 315
町 90 64.7 49 35.3 139
村 16 64.0 9 36.0 25
独立行政法人 10 83.3 2 16.7 12
総計 607 74.3 210 25.7 817

　　　　　区分
計画機関

提出した 提出していない
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（３）公共測量実施計画書の不提出の理由（表－57） 
 公共測量実施計画書を「提出していない」測量計画機関に対して調査した不提出の理由

については、表－57 のとおりであり、「測量作業機関に任せていたため」が約 33％と最も

多かった。これは前回調査結果（約 24％）と比較すると 9 ポイントの増加であった。また、

「届出制度をしらなかったため」及び「公共測量に該当していないと思っていたため」は

前回調査結果（順に、約 21％、約 29％）と比較すると、2 ポイント、7 ポイントの減少で

あった。 
 計画機関別に見ると、国土交通省では「公共測量に該当しないと思っていたため」が最

も多く、都道府県では「公共測量に該当しないと思っていたため」と「測量作業機関に任

せていたため」が同率であり、市・特別区、及び町では「測量作業機関に任せていたため」

が最も多かった。小さな組織ほど測量作業機関に任せている傾向が見られる。 
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３－４－３ 公共測量の実施状況 
 公共測量の実施状況について、公共測量を実施した測量計画機関に対し調査を行い、測

量の種類、計画機関、測量目的、都道府県、及び地方測量部等管内に大別して集計・分析

を行った。なお、測量の種類や測量目的については複数回答を可としている。 
 測量の種類については、ネットワーク型 RTK-GPS 測量作業、デジタル航空カメラ撮影

による写真地図作成作業、航空レーザ測量作業といった測量新技術に係る種類を含めて、

24 の項目について調査を行った。 
 
（１）測量種別による公共測量の実施状況 
 調査結果を測量の種類別に集計し、分析を行った。 
 なお、これらの測量の種類の内、後続作業に多用されるなど汎用性が高いと推測される

測量の種類については、別途「汎用性が高いもの」として区分し、集計・分析を行った。 
 「汎用性が高いもの」としての区分は、従来同様に以下の基準に依った。 
 
○基準点測量 

1）「GPS による基準点測量」においては、1 級及び 2 級の基準点測量作業で永久標識を

設置した測量案件 
2）「TS による基準点測量」においては、1 級及び 2 級の基準点測量作業で永久標識を設

置した測量案件 
3）「その他の基準点測量」においては、1 級及び 2 級の基準点測量作業で永久標識を設

置した測量案件 
 
○水準測量 

1）「水準測量」においては、1 級及び 2 級の水準測量作業で永久標識を設置した測量案

件 
 
○地図作成 

1）「写真測量による地図作成」においては、縮尺 1/2,500～1/10,000 までの 15km2 以上の

面積の地図又は写真地図を作成した測量案件 
2）「写真測量による地図修正」においては、縮尺 1/2,500～1/10,000 までの 15km2 以上の

面積の地図又は写真地図を作成した測量案件 
3）「既成図数値化」においては、縮尺 1/500～1/10,000 までの 15km2 以上の面積の地図

又は写真地図を作成した測量案件 
4）「写真地図作成（デジタルオルソ）」においては、縮尺 1/500～1/10,000 までの 15km2

以上の面積の地図又は写真地図を作成した測量案件 
 
○空中写真撮影 

1）「白黒・アナログ空中写真撮影」においては、15km2 以上の面積を撮影した測量案件 
2）「カラー・アナログ空中写真撮影」においては、15km2 以上の面積を撮影した測量案

件 
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3）「白黒・デジタル空中写真撮影」においては、15km2 以上の面積を撮影した測量案件 
4）「カラー・デジタル空中写真撮影」においては、15km2 以上の面積を撮影した測量案

件 
 
① 測量種別による事業量等の状況 
 
ア．測量種別による事業量の状況（表－58） 
 測量種別の事業量については、表－58 のとおりである。 
件数は、のべ 3,345 件であった。なお、実際には 1,583 件であるが、これは一つの測量案

件に複数の測量種別が含まれている場合に、それぞれの測量種別で集計しているため、件

数が実際よりも多くなっている。一つの測量案件に平均 2.1 件の測量種別が含まれている

と言える。 
面積は、のべ約 10.4 万 km2 であった。なお、「GPS による基準点測量」、「TS による基

準点測量」、「その他の基準点測量」、及び「ネットワーク RTK-GPS」は、基準点の設置面

積の回答があった分の合計である。「水準測量」、「縦横断測量」、及び「その他」の面積は

含めていない。その他の測量種別は、地図及び写真地図の作成面積を集計している。 
延長は、のべ約 2.5 万 km であった。なお、「GPS による基準点測量」、「TS による基準

点測量」、「その他の基準点測量」、及び「ネットワーク RTK-GPS」の延長は、含めていな

い。「水準測量」は、1 級～4 級水準点及び簡易水準点の設置延長の合計である。「縦横断測

量」は、縦横断測量の延長の合計である。「TS による地図作成」～「地図編集」までは、

地図の作成延長の回答があった分の合計である。各種「写真撮影」及び「航空レーザ」は、

撮影した延長距離の回答があった分の合計である。 
点数は、のべ約 11.3 万点であった。なお、「GPS による基準点測量」、「TS による基準

点測量」、「その他の基準点測量」、及び「ネットワーク RTK-GPS」は、新設基準点の点数

の合計である。「水準測量」及び「縦横断測量」は、新設水準点の点数の合計である。その

他の測量種別の点数は含めていない。 
経費は、のべ約 282 億円であった。なお、実際には約 181 億円である（ただし、1,583

件の内、427 件の無回答を除く）。実際よりも高い理由は、前述の件数の場合と同様の理由

で実際よりも高くなっていることと、しかしながら、無回答分を含めていないことで実際

よりも安くなる要因も含まれている。 
1 件当たりの経費は、約 843 万円であった。なお、実際には約 1,564 万円である（＝180

億 8484 万円÷（1,583 件－無回答分 427 件））。 
測量種別に見ると、「TS による基準点測量」、「水準測量」、「縦横断測量」、「TS による地

図作成」、及び「平板測量による地図作成」等の件数が、前回調査結果から 2 倍以上に増加

した。一方で、「写真測量による地図作成」及び「写真測量による地図修正」の件数が、前

回調査よりも激減した。 
「デジタルマッピング（新規作成）」及び「デジタルマッピング（修正）」の面積が、前

回調査結果から 5 倍以上に増加した。 
「水準測量」の延長が、前回調査結果から約 2.7 倍に増加した。 
「ネットワーク RTK-GPS」の点数が、前回調査結果から約 26 倍に増加した。 
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 全体に対する測量種別の件数比率は、「TS による基準点測量」（約 20％）、「GPS による

基準点測量」（約 16％）、「縦横断測量」（約 13％）の順であり、前回調査結果と比較すると、

「TS による基準点測量」が「GPS による基準点測量」を上回ったことがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－3 測量種別 件数及び事業経費の比率

（件数） 

（事業経費） 
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イ．測量種別による事業量の状況(汎用性の高いもの)（表－59） 
 測量種別の事業量（汎用性の高い測量案件に限定）については、表－59 のとおりである。 
件数は、のべ 536 件であった。なお、実際には 346 件であるが、一つの測量案件に複数

の測量種別が含まれている場合に、それぞれの測量種別で集計しているため、件数が実際

よりも多くなっている。 
面積は、のべ約 4.7 万 km2 であった。なお、「GPS による基準点測量」、「TS による基

準点測量」、「その他の基準点測量」、及び「ネットワーク RTK-GPS」は、基準点の設置面

積の回答があった分の合計である。「水準測量」、「縦横断測量」、及び「その他」の面積は

含めていない。その他の測量種別は、地図及び写真地図の作成面積を集計している。 
延長は、のべ約 1.3 万 km であった。なお、「GPS による基準点測量」、「TS による基準

点測量」、「その他の基準点測量」、及び「ネットワーク RTK-GPS」の延長は、含めていな

い。「水準測量」は、1 級～4 級水準点及び簡易水準点の設置延長の合計である。「縦横断測

量」は、縦横断測量の延長の合計である。「TS による地図作成」～「地図編集」までは、

地図の作成延長の回答があった分の合計である。各種「写真撮影」及び「航空レーザ」は、

撮影した延長距離の回答があった分の合計である。 
点数は、のべ約 5.2 万点であった。なお、「GPS による基準点測量」、「TS による基準点

測量」、「その他の基準点測量」、及び「ネットワーク RTK-GPS」は、新設基準点の点数の

合計である。「水準測量」及び「縦横断測量」は、新設水準点の点数の合計である。その他

の測量種別の点数は含めていない。 
経費は、のべ約 72 億円であった。なお、実際には約 78 億円である。実際よりも高い理

由は、前述の件数の場合と同様の理由で実際よりも高くなっていることと、しかしながら、

無回答分を含めていないことで実際よりも安くなる要因も含まれている。 
1 件当たりの経費は、約 1345 万円であった。 
測量種別に見ると、「TS による基準点測量」、「水準測量」、「既成図数値化」、及び「写真

地図作成（デジタルオルソ）」等の件数が、前回調査結果から 2 倍以上に増加した。 
「既成図数値化」、「写真地図作成（デジタルオルソ）」及び「カラー・デジタル空中写真

撮影」の面積が、前回調査結果から大幅に増加した。一方で、「写真測量による地図作成」

及び「写真測量による地図修正」の面積は、前回調査結果から大幅に減少した。 
「水準測量」の延長が、前回調査結果とほとんど変化がなかった。 
「TS による基準点測量」の点数が、前回調査結果から大幅に増加した。 
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ウ．測量種別による事業規模別件数の状況（表－60） 
 測量種別の事業規模別件数は、表－60 のとおりである。 

「GPS による基準点測量」では、「100 点以上」が最も多く、前回調査結果（約 10％）

と比較すると、「100 点以上」に集中する傾向が見られる。 
「TS による基準点測量」では、「100 点以上」が最も多く、前回調査結果（約 17％）と

比較すると、「100 点以上」に集中する傾向が見られる。 
「水準測量」では、「10km 未満」が 6 割以上を占め、前回調査結果と同様の傾向が見ら

れる。 
「平板測量による地図作成」では、「0.5km2 未満」が 8 割以上を占め、前回調査結果と

同様の傾向が見られる。 
「縦横断測量」では、「1km 未満」が半分以上を占め、前回調査結果と同様の傾向が見

られる。 
「TS による地図作成」では、「0.5km2 未満」が半分以上を占め、前回調査結果と同様の

傾向が見られる。 
「デジタルマッピング（新規作成）」では、「100km2 以上」が最も多く、前回調査結果

（約 15％）と比較すると、「100km2 以上」に集中する傾向が見られる。 
 なお、「GPS による基準点測量」～「ネットワーク RTK-GPS」までは、新設基準点の合

計であり、「水準測量」は、新設した 1 級～4 級及び簡易水準点の合計であり、「平板測量

による地図作成」及び「平板測量による地図修正」は、作成した地図及び写真地図の面積

の合計であり、「縦横断測量」は、縦横断測量の延長距離の合計であり、「白黒（アナログ）

空中写真撮影」～「カラー（デジタル）空中写真撮影」までは、撮影した写真面積の合計

であり、「TS による地図作成」～「航空レーザ」までは、作成した地図及び写真地図の面

積の合計である。 
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注：無回答は 800 件あり、その内訳は以下のとおりであった。 
 
「GPS による基準点測量」：97 件 
「TS による基準点測量」：120 件 
「その他の基準点測量」：15 件 
「ネットワーク RTK-GPS」：3 件 
「水準測量」：137 件 
「平板測量による地図作成」：85 件 
「平板測量による地図修正」：21 件 
「縦横断測量」：86 件 
「白黒（アナログ）空中写真撮影」：0 件 
「カラー（アナログ）空中写真撮影」：3 件 
「白黒（デジタル）空中写真撮影」：0 件 
「カラー（デジタル）空中写真撮影」：5 件 

 
「TS による地図作成」：105 件 
「TS による地図修正」：28 件 
「既成図による地図修正」：19 件 
「写真測量による地図作成」：0 件 
「写真測量による地図修正」：2 件 
「デジタルマッピング（新規作成）」：9 件 
「デジタルマッピング（修正）」：8 件 
「既成図数値化」：17 件 
「写真地図作成」：8 件 
「地図編集（縮図編集）」：7 件 
「航空レーザ」：9 件 

 

 
エ．測量種別による 1 件当たりの経費の状況 
 測量種別の 1 件当たりの経費は、表－61 のとおりである。 
「GPS による基準点測量」では、「500 万円未満」が半分以上を占め、前回調査結果と同

様の傾向が見られる。 
「TS による基準点測量」では、「500 万円未満」が 6 割以上を占め、前回調査結果と同

様の傾向が見られる。 
「水準測量」では、「500 万円未満」が約 7 割を占め、前回調査結果と同様の傾向が見ら

れる。 
「縦横断測量」では、「500 万円未満」が 7 割以上を占め、前回調査結果と同様の傾向が

見られる。 
「TS による地図作成」では、「500 万円未満」が半分以上を占め、前回調査結果と同様

の傾向が見られる。 
「平板測量による地図作成」では、「500 万円未満」が 7 割以上を占め、前回調査結果と

同様の傾向が見られる。 
「デジタルマッピング（新規作成）」では、「5000 万円未満」が半分を占め、前回調査結

果と同様の傾向が見られる。 
なお、測量種別の経費の回答がない場合は、その測量種別を含む測量案件の経費を代用

している。また、両方の経費の回答がない場合は、無回答としている。 
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注：無回答は 798 件あり、その内訳は以下のとおりであった。 
 
「GPS による基準点測量」：166 件 
「TS による基準点測量」：168 件 
「その他の基準点測量」：9 件 
「水準測量」：69 件 
「縦横断測量」：98 件 
「TS による地図作成」：66 件 
「TS による地図修正」：18 件 
「平板測量による地図作成」：55 件 
「平板測量による地図修正」：15 件 
「既成図による地図修正」：13 件 
「写真測量による地図作成」：1 件 
「写真測量による地図修正」：1 件 

「デジタルマッピング（新規作成）」：21 件 
「デジタルマッピング（修正）」：15 件 
「既成図数値化」：16 件 
「写真地図作成」：18 件 
「地図編集（縮図編集）」：5 件 
「白黒（アナログ）空中写真撮影」：0 件 
「カラー（アナログ）空中写真撮影」：5 件 
「白黒（デジタル）空中写真撮影」：0 件 
「カラー（デジタル）空中写真撮影」：15 件 
「ネットワーク RTK-GPS」：6 件 
「航空レーザ」：5 件 
「その他」：13 件 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－5 測量種別 1 件当たりの経費の比率 
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② 測量種別による測量作業実施(直営、外注)の状況 
 測量種別の測量作業実施（直営、外注）の状況は、表－62 のとおりであり、「直営」が

約 2％、「外注」が約 96％であった。これは前回調査結果（約 1％、約 97％）と比較すると、

1 ポイントの微増又は微減であり、これまでの傾向に変化は無いように見える。 
 測量種別に見ると、「GPS による基準点測量」でややまとまった直営件数がある。 
 
 
 
 

表－62 測量種別 作業実施（直営・外注）の状況 
 

注：無回答は 95 件あり、その内訳は以下のとおりであった。 
 
「GPS による基準点測量」：20 件 
「TS による基準点測量」：18 件 
「その他の基準点測量」：1 件 
「水準測量」：12 件 
「縦横断測量」：11 件 
「TS による地図作成」：9 件 
「TS による地図修正」：7 件 
「平板測量による地図作成」：5 件 
「平板測量による地図修正」：4 件 
「既成図による地図修正」：0 件 
「写真測量による地図作成」：0 件 
「写真測量による地図修正」：0 件 

「デジタルマッピング（新規作成）」：0 件 
「デジタルマッピング（修正）」：4 件 
「既成図数値化」：0 件 
「写真地図作成」：1 件 
「地図編集（縮図編集）」：0 件 
「白黒（アナログ）空中写真撮影」：0 件 
「カラー（アナログ）空中写真撮影」：0 件 
「白黒（デジタル）空中写真撮影」：0 件 
「カラー（デジタル）空中写真撮影」：1 件 
「ネットワーク RTK-GPS」：1 件 
「航空レーザ」：0 件 
「その他」：1 件 

 

計
件数（件） 比率（%） 件数（件） 比率（%） 件数（件） 比率（%） 件数（件）

GPSによる基準点測量 12 2.3 487 94.4 17 3.3 516
TSによる基準点測量 9 1.4 635 95.6 20 3.0 664
その他の基準点測量 3 5.0 56 93.3 1 1.7 60
水準測量 6 1.9 303 97.4 2 0.6 311
縦横断測量 3 0.7 411 98.6 3 0.7 417
TSによる地図作成 6 2.2 259 93.5 12 4.3 277
TSによる地図修正 1 2.3 39 88.6 4 9.1 44
平板測量による地図作成 4 1.8 217 96.9 3 1.3 224
平板測量による地図修正 0 0.0 32 94.1 2 5.9 34
既成図による地図修正 0 0.0 40 100.0 0 0.0 40
写真測量による地図作成 0 0.0 6 100.0 0 0.0 6
写真測量による地図修正 1 14.3 6 85.7 0 0.0 7
デジタルマッピング（新規作成） 4 3.3 118 95.9 1 0.8 123
デジタルマッピング（修正） 4 4.9 77 95.1 0 0.0 81
既成図数値化 5 7.4 59 86.8 4 5.9 68
写真地図作成 4 4.0 95 96.0 0 0.0 99
地図編集（縮図編集） 1 2.9 33 97.1 0 0.0 34
白黒（アナログ）空中写真撮影 0 0.0 2 100.0 0 0.0 2
カラー（アナログ）空中写真撮影 2 8.0 22 88.0 1 4.0 25
白黒（デジタル）空中写真撮影 0 0.0 2 100.0 0 0.0 2
カラー（デジタル）空中写真撮影 0 0.0 84 100.0 0 0.0 84
ネットワークRTK-GPS 0 0.0 20 95.2 1 4.8 21
航空レーザ 0 0.0 23 100.0 0 0.0 23
その他 3 3.4 83 94.3 2 2.3 88
総計 68 2.1 3,109 95.7 73 2.2 3,250

直営　　　　　　　　　　　　　作業
測量種別

外注 両方
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③ 測量種別による基準点設置の状況 
 
ア．測量種別による設置基準点及び等級別事業量（基準点）（表－63） 
 設置した基準点の等級に対する測量種別の内訳は、表－63 のとおりである。 

1 級基準点の新設設置点数はのべ 3,942 点であり、1 級～4 級基準点の新設設置点数はの

べ約 16 万点であった。1 級～3 級基準点の新設設置点数はのべ約 5.1 万点であり、前々回

及び前回調査結果（順に、1.4 万点、3.0 万点）と比較すると、増加傾向が見られる。なお、

実際には 74,685 点（1 級：1,160 点、2 級：2,447 点、3 級：17,371 点、4 級：53,707 点）で

あるが、これは一つの測量案件に複数の測量種別が含まれている場合に、それぞれの測量

種別で集計しているため、点数が実際よりも多くなっている。また、永久標識の新設設置

点数は、1 級基準点で 878 点、1 級～4 級基準点でのべ約 3.3 万点であるが、これも同様の

理由で実際（1 級：468 点、2 級：1,537 点、3 級：7,978 点、4 級：5,764 点で、合計 15,747
点）よりも多くなっている。 
 等級別の設置比率は、1 級～3 級基準点に注目すると、1 級基準点が約 8％、2 級基準点

が約 11％、3 級基準点が約 82％であり、前回調査結果（順に、3％、39％、58％）と比較

すると、2 等基準点が 28 ポイント減少し、3 級基準点が 24 ポイント増加した。また、設置

された 3 級基準点の内、永久標識の設置比率は約 44％であり、前回調査結果（22％）と比

較すると、22 ポイントの増加であった。3 級基準点の設置割合が大幅に増加し、かつ 3 級

基準点での永久標識の設置割合も大幅に増加したことがわかる。なお、1 級基準点の永久

標識比率が他の級の基準点と比較して少ないことが目につくが、その理由はここから読み

取ることができない。 
 基準点の設置点数の多い測量種別は、「TS による基準点測量」が約 5.9 万点（約 37％）

であり、次いで、「GPS による基準点測量」が約 4.6 万点（約 29％）で、両基準点測量で

全体の約 2/3（約 66％）を占めている。「ネットワーク RTK-GPS」は、約 0.2 万点（約 1％）

であった。 
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イ．測量種別による設置基準点及び等級別事業量（水準点）（表－64） 
 設置した水準点の等級に対する測量種別の内訳は、表－64 のとおりである。 
 水準測量の 1 級水準点の延長は 5,260km であり、1 級～3 級水準点の延長は 7,261km で

あった。前々回及び前回調査結果（順に、1,597km、2,397km）と比較すると、増加傾向が

見られる。 
 縦横断測量の 1 級～3 級水準点の延長は、1,121km であった。前回調査結果（9km）と比

較すると大幅に増加した。 
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④ 測量種別による地図作成の状況 
 
ア．測量種別による地図縮尺別事業量の状況（表－65） 
 作成した地図及び写真地図に対する測量種別の内訳は、表－65 のとおりである。 
 地図及び写真地図の作成件数はのべ 1,420 件であり、前回調査結果（710 件）と比較する

と、大幅に増加している。なお、実際には 825 件であるが、これは一つの測量案件に地図

作成と写真地図作成の両方が含まれている場合や、複数の縮尺の作成が含まれている場合

に、それぞれの縮尺で集計しているため、件数が実際よりも多くなっている。一つの測量

案件に平均 1.7 件の地図又は写真地図並びに縮尺が含まれていると言える。 
 作成面積はのべ約 8.7 万 km2 であり、前回調査結果（約 2.7 万 km2）と比較すると、大

幅に増加している。なお、実際には約 3.8 万 km2 であるが、これは作成件数と同じ理由で、

面積が実際よりも多くなっている。 
 経費はのべ 230 億円であり、前回調査結果（73 億円）と比較すると、大幅に増加してい

る。なお、これも作成件数と同じ理由で実際よりも多くなっている。 
 縮尺別を見ると、件数では、1/500、1/2,500、1/1,000 の順に多く、全体件数の約 77％を

占めている。面積では、1/2,500、1/1,000、1/10,000 の順に多く、全体面積の約 81％を占め

ている。 
 測量種別に見ると、「TS による地図作成」～「平板による地図修正」までは、1/1,000 以

上の大縮尺地図の作成件数が多数を占めている一方、「写真測量による地図作成」～「デジ

タルマッピング（修正）」まで及び各種「空中写真撮影」では、1/2,500 以下の大縮尺・中

縮尺地図の作成件数が多数を占めている。このことから、縮尺 1/1,000 を境として、それ

以上の大縮尺地図の作成には TS 測量や平板測量等の地上測量が用いられ、それ未満の縮

尺地図の作成には DM や写真測量等の航空測量が用いられる傾向があることがわかる。「航

空レーザ」の件数は 12 件であり、前回調査結果（20 件）と比較すると、減少している。 
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イ．測量種別による地図縮尺別件数の状況（表－66） 
 作成した地図及び写真地図の件数の比率に対する測量種別の内訳は、表－66 のとおりで

ある。 
 測量種別に見ると、件数比率では、「TS による地図作成」、「デジタルマッピング（新規

作成）」、「写真地図作成（デジタルオルソ）」の順に多く、全体比率の約 45％を占めている。

前回調査結果（「TS による地図作成」、「平板による地図作成」、「デジタルマッピング（新

規作成）」の順）と比較すると、「平板による地図作成」の件数比率が減少している。 
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ウ．測量種別による地図縮尺別面積の状況（表－67） 
 作成した地図及び写真地図の面積の比率に対する測量種別の内訳は、表－67 のとおりで

ある。 
 測量種別に見ると、面積比率では、「デジタルマッピング（新規作成）」、「写真地図作成

（デジタルオルソ）」、「デジタルマッピング（地図修正）」の順に多く、全体比率の約 60％
を占めている。前回調査結果（「写真地図作成（デジタルオルソ）」、「デジタルマッピング

（地図修正）」、「カラー空中写真撮影」の順）と比較すると、「デジタルマッピング（新規

作成）」の面積比率が増加している。 
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エ．測量種別による地図縮尺別経費の状況（表－68） 
 作成した地図及び写真地図の経費の比率に対する測量種別の内訳は、表－68 のとおりで

ある。 
 測量種別に見ると、経費比率では、「デジタルマッピング（新規作成）」、「デジタルマッ

ピング（地図修正）」、「写真地図作成（デジタルオルソ）」の順に多く、全体比率の約 54％
を占めている。前回調査結果（「デジタルマッピング（新規作成）」、「写真測量による地図

作成」、「デジタルマッピング（地図修正）」の順）と比較すると、「デジタルマッピング（地

図修正）」の経費比率が増加している。 
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⑤ 測量種別による空中写真撮影の状況（表－69） 
 撮影された写真に対する測量種別の内訳は、表－69 のとおりである。 
 白黒空中写真撮影とカラー空中写真撮影の件数比率は約 1:23、撮影面積比率は約 1:15、
経費比率は約 1:21 となっている。過去の調査結果（平成 13 年、16 年、19 年の順）と比較

すると、件数比率（13 年：1:1.5→16 年：1:7→19 年：1:9）では、カラー空中写真撮影の比

率が一層増加する傾向がわかる。 
 縮尺別に見ると、カラー空中写真撮影では、1/10,000 及び 1/12,500 の撮影件数がアナロ

グ写真では多く、1/10,000、1/3,000、1/12,500、1/8,000 の順にデジタル写真では撮影件数が

多い。前回調査結果（1/10,000、1/8,000、1/12,500、1/5,000 の順に多い）と比較すると、1/3,000
以上の撮影件数の増加が特徴的である。 
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（２）計画機関別による公共測量の実施状況 
 調査結果を測量計画機関別に集計し、分析行った。 
 なお、「汎用性が高い」測量の種類については、（１）で述べた基準に依った。 
 
① 計画機関別による事業量等の状況 
 
ア．計画機関別による事業量の状況（表－70） 
 測量計画機関別の事業量については、表－70 のとおりである。 
 件数は、1,583 件であった。 
 面積は、約 9.0 万 km2 であり、前回調査結果（約 3.0 万 km2）と比較すると、約 3.0 倍

に増加した。なお、面積は、基準点の設置面積、空中写真の撮影面積、並びに地図及び写

真地図の作成面積の合計である。 
 延長は、約 1.9 万 km であり、前回調査結果（約 1.0 万 km）と比較すると、約 1.8 倍に

増加した。なお、延長は、水準点、簡易水準点、縦横断測量及び作成した地図の延長の合

計である。 
 点数は、約 7.7 万点であり、前回調査結果（約 5.9 万点）と比較すると、約 1.3 倍に増加

した。なお、点数は、基準点、水準点、及び簡易水準点の合計である。 
 経費は、約 181 億円であり、前回調査結果（約 177 億円）と比較すると、ほぼ変化はな

かった。なお、経費は、測量案件の経費の合計であり、427 件の無回答があった。 
 1 件当たりの経費は、1,142 万円であったが、経費合計を経費の回答があった 1,156 件で

割ると 1,564 万円となり、実態よりも小さくなっている。 
 測量計画機関別に見ると、件数では「市・特別区」、「都道府県」、「国土交通省」、「町」

の順に多く、前回調査結果と同様の順序であった。面積、点数、経費ともに「市・特別区」

が最も大きかったが、延長のみ「国土交通省」が最も大きかった。これは、縦横断測量の

延長が約 11 倍違うことが主な理由と言える。 
なお、いずれも重複分は含まれていない。 
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表－70 計画機関別 事業量 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－6 計画機関別 件数及び事業経費の比率 

 

内閣府 7 35 35 209 5,853 836
宮内庁 0 0 0 0 0 -
法務省 30 17 2 4,631 23,736 791
財務省 0 0 0 0 0 -
農林水産省 16 1 23 560 7,044 440
経済産業省 0 0 0 0 0 -
国土交通省 332 24,770 6,706 15,744 617,349 1,859
環境省 1 10 0 0 1313 1,313
防衛省 8 20 0 300 10,674 1,334
都道府県 410 13,551 4,976 15,190 360,534 879
市・特別区 553 45,053 5,530 32,550 607,308 1,098
町 171 6,516 1,313 7,077 136,524 798
村 26 391 12 274 29,632 1,140
独立行政法人 29 4 54 648 8,517 294
総計 1,583 90,369 18,650 77,183 1,808,484 1,142

1件当たりの
経費（万円）

　　　　事業量
計画機関

件数（件） 面積（km2） 延長（km） 点数（点） 経費（万円）

（件数） 

（事業経費） 
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イ．計画機関別による事業量の状況(汎用性の高いもの) （表－71） 
 測量計画機関別の事業量（汎用性の高いものに限定）については、表－71 のとおりであ

る。 
 件数は、346 件であった。 
 面積は、約 6.3 万 km2 であり、前回調査結果（約 2.1 万 km2）と比較すると、約 3.0 倍

に増加した。なお、面積は、基準点の設置面積、空中写真の撮影面積、並びに地図及び写

真地図の作成面積の合計である。 
 延長は、約 0.7 万 km であり、前回調査結果（約 0.3 万 km）と比較すると、約 2.8 倍に

増加した。なお、延長は、水準点、簡易水準点、縦横断測量及び作成した地図の延長の合

計である。 
 点数は、約 2.9 万点であり、前回調査結果（約 1.2 万点）と比較すると、約 2.3 倍に増加

した。なお、点数は、基準点、水準点、及び簡易水準点の合計である。 
 経費は、約 78 億円であり、前回調査結果（約 32 億円）と比較すると、約 2.4 倍に増加

した。なお、経費は、測量案件の経費の合計であり、多数の無回答があった。 
 1 件当たりの経費は、2,240 万円であった。 
 測量計画機関別に見ると、件数では「市・特別区」、「国土交通省」、「都道府県」、「町」

の順に多く、前回調査結果（「市・特別区」、「都道府県」、「国土交通省」、「町」の順）と比

較すると、「国土交通省」の件数が相対的に多くなった。面積、延長、点数、経費ともに「市・

特別区」が最も大きかった。 
なお、いずれも重複分は含まれていない。 
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表－71 計画機関別 事業量（汎用性の高いもの） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－7 測量機関別 件数及び事業経費の比率（汎用性の高いもの） 

 
 

内閣府 0 0 0 0 0 -
宮内庁 0 0 0 0 0 -
法務省 0 0 0 0 0 -
財務省 0 0 0 0 0 -
農林水産省 0 0 0 0 0 -
経済産業省 0 0 0 0 0 -
国土交通省 101 20,040 3,544 6,166 251,714 2,492
環境省 0 0 0 0 0 -
防衛省 3 0 0 269 4,530 1,510
都道府県 67 9,022 1,158 6,307 167,881 2,506
市・特別区 134 30,703 2,489 11,036 306,448 2,287
町 36 3,106 198 5,336 41,798 1,161
村 4 49 4 100 2,755 689
独立行政法人 1 0 0 11 0 0
総計 346 62,921 7,392 29,225 775,126 2,240

1件当たりの
経費（万円）

　　　　事業量
計画機関

件数（件） 面積（km2） 延長（km） 点数（点） 経費（万円）

（件数） 

（事業経費） 
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ウ．計画機関別による測量種別件数の状況（表－72） 
 測量計画機関別の測量種別件数は、表－72 のとおりである。 

件数は、のべ 3,345 件であった。なお、実際には 1,583 件であるが、これは一つの測量案

件に複数の測量種別が含まれている場合に、それぞれの測量種別で集計しているため、件

数が実際よりも多くなっている。一つの測量案件に平均 2.1 件の測量種別が含まれている

と言える。 
 測量種別で最も実施件数が多いのは「TS による基準点測量」で全体の約 20％を占める。

次いで、「GPS による基準点測量」、「縦横断測量」、「水準測量」、「TS による地図作成」、「平

板による地図作成」、「デジタルマッピング（新規作成）」、「写真地図作成（デジタルオルソ）」

の順に多い。「GPS による基準点測量」の全体に占める比率（約 16％）については、前回

調査結果（約 29％）と比較すると、比率の下げ幅がとても大きいことからも、基準点測量

では、TS の方が GPS よりも多く実施されていることがわかる。また、地図作成では、TS、
平板、デジタルマッピング、写真地図作成の順に多く実施されていることがわかる。また、

地図作成は地図修正よりも多く実施されていることがわかる。 
 測量機関別に見ると、「国土交通省」では、「縦横断測量」、「TS による基準点測量」、「GPS
による基準点測量」の順に実施件数が多い。また、「航空レーザ」の実施件数が比較的多い。 
「都道府県」では、「TS による基準点測量」、「GPS による基準点測量」、「縦横断測量」

の順に実施件数が多い。 
「市・特別区」では、「TS による基準点測量」、「GPS による基準点測量」、「TS による地

図作成」の順に実施件数が多い。また、「カラー（デジタル）空中写真撮影」及び「ネット

ワーク RTK-GPS」の実施件数が比較的多い。 
「町」では、「GPS による基準点測量」、「TS による基準点測量」、「縦横断測量」の順に

実施件数が多い。 
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表－72 計画機関別 測量種別件数（件） 
 

内閣府 1 6 0 5 5 6 0 0 0 0 0 0
宮内庁 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
法務省 10 20 1 0 0 17 1 0 0 0 0 0
財務省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農林水産省 5 9 1 7 11 3 0 3 0 0 0 0
経済産業省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国土交通省 125 127 12 89 134 55 5 35 6 12 2 2
環境省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
防衛省 6 6 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0
都道府県 157 189 11 102 143 59 10 98 11 5 3 1
市・特別区 150 235 24 83 93 115 26 51 16 19 1 2
町 69 58 8 25 30 23 8 28 5 3 0 2
村 9 10 3 2 6 5 0 6 0 1 0 0
独立行政法人 4 22 1 10 6 1 1 6 0 0 0 0
総計 536 682 61 323 428 286 51 229 38 40 6 7

内閣府 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 27
宮内庁 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
法務省 0 0 3 0 0 0 0 0 0 1 0 1 54
財務省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農林水産省 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40
経済産業省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国土交通省 42 13 8 19 5 1 6 0 22 6 20 29 775
環境省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
防衛省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 21
都道府県 22 9 13 19 7 0 4 0 4 3 2 17 889
市・特別区 42 49 30 47 14 1 13 2 48 10 1 30 1,102
町 12 13 13 12 8 0 1 0 9 1 0 5 333
村 1 1 0 1 0 0 1 0 2 0 0 1 49
独立行政法人 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 54
総計 123 85 68 100 34 2 25 2 85 22 23 89 3,345

　　　　測量種別

測量機関

DM新
規

DM修
正

既成図
数値化

GPS基
準点
測量

TS基
準点測
量

その他
基準点
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　　　　測量種別
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水準測
量

TS地
図作成

航空
レーザ

TS地
図修正

白黒デ
ジタル
撮影

写真地
図作成

縦横断
測量

既成図
による
修正

写真測
量作成

写真測
量修正

平板地
図作成

平板地
図修正

カラー
デジタ
ル撮影

ネット
ワーク
RTK-
GPS

地図編
集

白黒ア
ナログ
撮影

カラー
アナロ
グ撮影
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図－8 計画機関別 測量種別件数の比率 
 
 

（市・特別区） （町） 

（村） （独立行政法人） 
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エ．計画機関別による測量種別経費の状況（表－73） 
 測量計画機関別の測量種別経費は、表－73 のとおりである。 
 経費は、約 83 億円であった。なお、実際には約 181 億円であるが、今回はそれぞれの測

量種別に対する経費が回答されている分のみ合計したため、実際の額よりも少なくなって

いる。測量種別では、「航空レーザ」、「デジタルマッピング（新規作成）」、「TS による基準

点測量」の順に経費が大きい。「航空レーザ」の経費が大きいのは、砂防事務所による砂防

計画を目的とした約 9.7 億円の測量作業があったことが大きいと思われる。前回調査結果

（「GPS による基準点測量」、「TS による基準点測量」、「デジタルマッピング（新規作成）」

の順に経費が高い）と比較すると、「GPS による基準点測量」の経費が小さくなったこと

が特徴的である。 
 測量機関別に見ると、「国土交通省」及び「市・特別区」の経費が大きく、全体経費の約

80％を占めている。前回調査結果（約 58％）と比較すると、一層大きな割合を占めるよう

になってきていることがわかる。 
 「国土交通省」では、「航空レーザ」、「デジタルマッピング（新規作成）」、「縦横断測量」

の順に経費が高い。前回調査結果（「航空レーザ」、「GPS による基準点測量」、「縦横断測

量」の順）と比較すると、「デジタルマッピング（新規作成）」の経費が相対的に大きくな

っていることがわかる。 
 「市・特別区」では、「デジタルマッピング（新規作成）」、「デジタルマッピング（修正）」、

「TS による基準点測量」の順に経費が大きい。前回調査結果（「GPS による基準点測量」、

「カラー空中写真撮影」、「デジタルマッピング（新規作成）」の順）と比較すると、「デジ

タルマッピング（修正）」及び「TS による基準点測量」の経費が相対的に大きくなってい

ることがわかる。 
 「都道府県」では、「TS による基準点測量」、「GPS による基準点測量」、「縦横断測量」

の順に経費が大きい。前回調査結果（「GPS による基準点測量」、「TS による基準点測量」、

「写真測量による地図作成」の順）と比較すると、「TS による基準点測量」及び「縦横断

測量」の経費が相対的に大きくなっていることがわかる。 
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表－73 計画機関別 測量種別経費（万円） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内閣府 87 564 0 68 304 464 0 0 0 0 0 0
宮内庁 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
法務省 50 900 100 0 0 8,421 0 0 0 0 0 0
財務省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農林水産省 0 574 0 23 1,574 1,899 0 0 0 0 0 0
経済産業省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国土交通省 32,834 23,423 229 7,793 37,314 6,695 345 7,341 329 74 55 185
環境省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
防衛省 277 308 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
都道府県 13,675 20,128 389 11,426 12,061 6,220 189 6,775 190 115 4,441 178
市・特別区 19,083 46,567 1,325 10,926 3,269 14,967 697 4,771 835 6,759 0 300
町 4,394 2,001 252 819 1,382 4,639 400 728 0 330 0 0
村 430 323 0 0 607 1,837 0 1,045 0 0 0 0
独立行政法人 50 1,000 80 250 0 0 0 180 0 0 0 0
総計 70,880 95,788 2,375 31,305 56,511 45,142 1,631 20,840 1,354 7,278 4,496 663

内閣府 1,236 0 0 97 0 0 0 0 0 0 0 0 2,820
宮内庁 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
法務省 0 0 2,300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11,771
財務省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農林水産省 840 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,910
経済産業省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国土交通省 39,090 7,951 359 1,160 1,617 4,043 1,509 0 6,504 77 152,622 15,107 346,656
環境省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 296 296
防衛省 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,064 2,649
都道府県 8,077 945 1,502 6,299 981 0 411 0 1,473 0 840 1,434 97,750
市・特別区 77,460 56,305 24,520 16,539 1,895 0 3,557 1,497 21,634 154 150 7,884 321,094
町 8,467 2,886 2,223 1,410 319 0 0 0 577 0 0 10,250 41,077
村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,242
独立行政法人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,560
総計 135,170 68,087 30,904 25,505 4,812 4,043 5,477 1,497 30,188 231 153,612 37,035 834,824

地図編
集

白黒ア
ナログ
撮影

ネット
ワーク
RTK-
GPS

計
カラー
デジタ
ル撮影

白黒デ
ジタル
撮影

　　　　測量種別

測量機関

GPS
基準点
測量

水準測
量

写真測
量作成

TS基
準点測
量

その他
基準点
測量

縦横断
測量

　　　　測量種別

測量機関
DM新規

DM修
正

既成図
数値化

写真地
図作成

その他
カラー
アナロ
グ撮影

平板地
図修正

既成図
による
修正

航空
レーザ

写真測
量修正

TS地
図作成

TS地
図修正

平板地
図作成
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図－9 測量機関別 測量種別事業経費の比率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（独立行政法人） （村） 

（市・特別区） （町） 
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② 計画機関別による測量作業実施(直営、外注)の状況（表－74） 
 測量計画機関別の測量作業実施の状況は、表－74 のとおりであり、「直営」が約 2％、「外

注」が約 96％であった。これは前回調査結果（約 1％、約 97％）と比較すると、1 ポイン

トの微増又は微減であり、これまでの傾向に変化は無いように見える。 
 測量計画機関別に見ると、「町」でややまとまった直営件数がある。 
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表－74 計画機関別 作業実施（直営・外注）の状況 

 

注：無回答は 83 件あり、その内訳は以下のとおりであった。 
「内閣府」：0 件 
「宮内庁」：0 件 
「法務省」：1 件 
「財務省」：0 件 
「農林水産省」：1 件 
「経済産業省」：0 件 
「国土交通省」：4 件 
「環境省」：0 件 

「防衛省」：0 件 
「都道府県」：20 件 
「市・特別区」：37 件 
「町」：16 件 
「村」：2 件 
「独立行政法人」：2 件 
 

 

計

件数
（件）

比率
（%）

件数
（件）

比率
（%）

件数
（件）

比率
（%）

件数
（件）

内閣府 0 0.0 7 100.0 0 0.0 7
宮内庁 0 - 0 - 0 - 0
法務省 1 3.4 24 82.8 4 13.8 29
財務省 0 - 0 - 0 - 0
農林水産省 0 0.0 15 100.0 0 0.0 15
経済産業省 0 - 0 - 0 - 0
国土交通省 2 0.6 326 99.4 0 0.0 328
環境省 0 0.0 1 100.0 0 0.0 1
防衛省 0 0.0 8 100.0 0 0.0 8
都道府県 5 1.3 384 98.5 1 0.3 390
市・特別区 8 1.6 493 95.5 15 2.9 516
町 9 5.8 139 89.7 7 4.5 155
村 2 8.3 22 91.7 0 0.0 24
独立行政法人 2 7.4 25 92.6 0 0.0 27
総計 29 1.9 1,444 96.3 27 1.8 1,500

　　　　　　作業
測量機関

直営 外注 両方
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③ 計画機関別による基準点設置の状況 
 
ア．計画機関別による設置基準点及び等級別事業量（基準点）（表－75） 
 設置した基準点の等級に対する測量計画機関別の内訳は、表－75 のとおりである。 
基準点の新設設置点数は 1 等が約 0.1 万点、2 等が約 0.2 万点、3 等が約 1.7 万点であり、

1 級～4 級基準点の新設設置点数は約 7.5 万点であった。前回調査結果（1 等：約 0.1 万点、

2 等：約 1.2 万点、3 等：約 1.7 万点）と比較すると、特に 2 等基準点の設置点数の減少が

特徴的である。 
 1 級基準点は、「町」で最も多く設置されている。2 級～4 級基準点は、「市・特別区」で

最も多く設置されている。前回調査結果（1 級基準点は「国土交通省」が最多設置機関）

と比較すると、「町」での設置数の増加が特徴的である。また、永久標識の基準点では、1
等基準点は「国土交通省」で最も多く設置され、2 級及び 3 級基準点は「市・特別区」、4
級基準点は「法務省」で最も多く設置されている。 
 測量計画機関別に見ると、「市・特別区」の設置点数が最も多く、次いで、「国土交通省」、

「都道府県」の順である。前回調査結果（「市・特別区」、「町」、「都道府県」の順）と比較

すると、「町」の設置点数が相対的に小さくなっていることがわかるが、これは 4 級基準点

の設置点数が他機関と比較して少ないことが理由と思われる。 
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イ．計画機関別による設置基準点及び等級別事業量（水準点）（表－76） 
 設置した水準点の等級に対する測量計画機関別の内訳は、表－76 のとおりである。 
 1級水準点の設置点数は140点であり、1級～3級水準点の合計設置点数909点であった。

前回調査結果（245 点）と比較すると、約 3.7 倍になっている。 
1 級水準点の延長は 5,285km であり、1 級～3 級水準点の延長は 7,328km であった。前回

調査結果（2,406km）と比較すると、約 3.0 倍になっている。 
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④ 計画機関別による地図作成の状況（表－77） 
 作成した地図の縮尺に対する測量計画機関別の内訳は、表－77 のとおりである。なお、

「TS による地図作成」、「TS による地図修正」、「平板による地図作成」、「平板による地図

修正」、「既成図による地図修正」、「写真測量による地図作成」、「写真測量による地図修正」、

「デジタルマッピング（新規作成）、「デジタルマッピング（修正）」、「既成図数値化」、「写

真地図作成」、「地図編集」に限定して集計した。 
 縮尺別では、1/500、1/2,500、1/1,000 の順に件数が多い。前回調査結果と同様の傾向で

ある。 
 測量機関別では、「市・特別区」、「都道府県」、「国土交通省」の順に件数が多い。前回調

査結果（「市・特別区」、「都道府県」、「町」）と比較すると、「国土交通省」の件数が相対的

に増加した。 
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図－10 計画機関別 地図縮尺別件数の比率 
 
 
⑤ 計画機関別による空中写真撮影の状況 
 
ア．計画機関別による撮影縮尺別件数（白黒・アナログ）（表－78） 
 撮影された白黒・アナログ空中写真の縮尺に対する測量計画機関別の内訳は、表－78 の

とおりである。実施件数は 9 件であり、前回調査結果（10 件）と同程度の件数であった。 
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イ．計画機関別による撮影縮尺別件数（カラー・アナログ）（表－79） 
 撮影されたカラー・アナログ空中写真の縮尺に対する測量計画機関別の内訳は、表－79
のとおりである。実施件数は 32 件であり、前回調査結果（92 件）と比較すると減少して

いるように見えるが、これはカラー・デジタル空中写真と分離して集計していることが原

因と思われ、特段の変化は見られない。 
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ウ．計画機関別による撮影縮尺別件数（白黒・デジタル）（表－80） 
 撮影された白黒・デジタル空中写真の縮尺に対する測量計画機関別の内訳は、表－80 の

とおりである。実施件数は 9 件であり、前回調査結果（10 件）と同程度の件数であった。 
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エ．計画機関別による撮影縮尺別件数（カラー・デジタル）（表－81） 
 撮影されたカラー・デジタル空中写真の縮尺に対する測量計画機関別の内訳は、表－81
のとおりである。実施件数は 92 件であり、前回調査結果（92 件）と比較すると同程度の

件数であった。件数は 1/10,000、1/3,000 の順に多いが、前回調査結果（1/10,000、1/8,000
の順に多い）と比較すると、1/3,000 の件数が増加している。 
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（３）測量目的別による公共測量の実施状況 
 
① 測量目的別による事業量の状況 
 調査結果を測量の目的別に集計し、分析を行った。 
 なお、「汎用性が高い」測量の種類については、（１）で述べた基準に依った。 
 
ア．測量目的別による事業量の状況（表－82） 
 測量目的別の事業量については、表－82 のとおりである。 
 件数は、のべ 1,999 件であった。なお、実際には 1,583 件であるが、これは一つの測量案

件に複数の測量目的が含まれている場合に、それぞれの測量目的で集計しているため、件

数が実際よりも多くなっている。一つの測量案件に平均 1.3 件の測量目的が含まれている

と言える。 
面積は、のべ約 15.1 万 km2 であった。なお、面積は、基準点の設置面積、空中写真の

撮影面積、並びに地図及び写真地図の作成面積の合計である。 
延長は、のべ約 2.8 万 km であった。なお、延長は、水準点、簡易水準点、縦横断測量、

及び地図の作成延長の合計である。 
点数は、のべ約 10.8 万点であった。なお、点数は、基準点、水準点、及び簡易水準点の

合計である。 
経費は、のべ約 252 億円であった。なお、実際には約 181 億円である（ただし、1,583

件の内、427 件の無回答を除く）。実際よりも高い理由は、前述の件数の場合と同様の理由

で実際よりも高くなっていることと、しかしながら、無回答分を含めていないことで実際

よりも安くなる要因も含まれている。 
1 件当たりの経費は、約 1,260 万円であった。なお、実際には約 1,564 万円である（＝180

億 8,484 万円÷（1,583 件－無回答分 427 件））。 
測量目的別に見ると、件数は、「道路」、「その他」、「都市」、「農業基盤」、「治水」、「生活

環境」の順に多いが、前回調査結果も同じ順番であった。また、「その他」が 344 件あるが、

この内訳の主なものは、地籍調査が 157 件、GIS 整備が 61 件、用地測量が 21 件、不動産

登記法 14 条地図作成が 13 件であった。 
面積は、「道路」、「都市」、「その他」の順に多いが、前回調査結果（「都市」、「森林」、「そ

の他」の順に多い）と比較すると、「道路」の順位が高くなっている。 
延長は、「道路」、「生活環境」、「治水」の順に多いが、前回調査結果（「固定資産現況調

査」、「都市」、「生活環境」の順に多い）と比較すると、「道路」の順位が高くなっている。 
点数は、「道路」、「その他」、「都市」の順に多いが、前回調査結果（「その他」、「都市」、

「道路」の順に多い）と比較すると、「道路」の順位が高くなっている。 
経費は、「その他」、「道路」、「都市」の順に多いが、前回調査結果（「都市」、「その他」、

「道路」の順に多い）と比較すると、「道路」の順位が高くなっている。 
1 件当たりの経費は、「災害」、「世界測地系への変換」、「治山」の順に多いが、前回調査

結果（「鉄道」、「地籍調査」、「都市」の順に多い）と比較すると、全く状況が異なっている。 
なお、「世界測地系への変換」の実施件数が、前回調査結果（12 件）よりも 3 倍に増え

ているのは特徴的である。 
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表－82 測量目的別 事業量 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図－11 測量目的別 件数及び事業経費の比率 
 
 

都市 215 26,071 1,770 12,309 289,297 1,346
生活環境 121 9,381 4,911 6,672 137,357 1,135
道路 558 26,109 8,859 28,541 524,745 940
鉄道 8 9 3 55 5,254 657
港湾・空港 29 1,186 255 1,372 18,975 654
海岸 22 1,034 316 429 6,214 282
治山 92 5,037 381 4,354 173,670 1,888
治水 155 16,285 4,617 9,199 272,420 1,758
森林 18 5,631 0 1,644 11,238 624
農業基盤 199 673 538 8,969 229,879 1,155
鉱工業 1 0 0 0 0 0
地質調査 19 232 924 422 10,826 570
調査・研究 16 5,451 894 356 17,334 1,083
災害 42 11,053 1,672 1,993 98,521 2,346
総合計画 33 8,532 1,126 908 37,811 1,146
固定資産現況調査 56 11,634 141 1,716 48,978 875
世界測地系への変換 36 3,546 1,237 4,287 70,524 1,959
その他 344 25,540 1,190 25,004 559,883 1,628
無回答 35 266 0 184 6,671 191
総計 1,999 157,668 28,833 108,414 2,519,597 1,260

1件当り
の経費

（万円）

　　　　　　事業量
測量目的

件数
（件）

面積
（km2）

延長
（km）

点数
（点）

経費
（万円）

（件数） （事業経費） 

125



 

イ．測量目的別による事業量の状況(汎用性の高いもの)（表－83） 
 測量目的別の事業量については、表－83 のとおりである。 
 件数は、のべ 472 件であった。なお、実際には 346 件であるが、これは一つの測量案件

に複数の測量目的が含まれている場合に、それぞれの測量目的で集計しているため、件数

が実際よりも多くなっている。 
面積は、のべ約 11.9 万 km2 であった。なお、面積は、基準点の設置面積、空中写真の

撮影面積、並びに地図及び写真地図の作成面積の合計である。 
延長は、のべ約 1.5 万 km であった。なお、延長は、水準点、簡易水準点、縦横断測量、

及び地図の作成延長の合計である。 
点数は、のべ約 5.1 万点であった。なお、点数は、基準点、水準点、及び簡易水準点の

合計である。 
経費は、のべ約 122 億円であった。なお、実際には約 78 億円である（ただし、多数の無

回答を除く）。実際よりも高い理由は、前述の件数の場合と同様の理由で実際よりも高くな

っていることと、しかしながら、無回答分を含めていないことで実際よりも安くなる要因

も含まれている。 
1 件当たりの経費は、約 2,582 万円であった。 
測量目的別に見ると、件数は、「道路」、「その他」、「都市」の順に多いが、前回調査結果

（「道路」、「都市」、「農業基盤」の順）と比較すると、「その他」の件数が相対的に多くな

った。 
面積は、「都市」、「道路」、「その他」の順に多いが、前回調査結果（「都市」、「森林」、「固

定資産現況調査」の順に多い）と比較すると、「道路」の順位が高くなっている。 
延長は、「道路」、「治水」、「都市」の順に多いが、前回調査結果（「生活環境」、「総合計

画」、「固定資産現況調査」の順に多い）と比較すると、「道路」の順位が高くなっている。 
点数は、「その他」、「道路」、「治水」の順に多いが、前回調査結果（「その他」、「農業基

盤」、「道路」の順に多い）と比較すると、「治水」の順位が高くなっている。 
経費は、「都市」、「道路」、「その他」の順に多いが、前回調査結果（「都市」、「その他」、

「農業基盤」の順に多い）と比較すると、「道路」の順位が高くなっている。 
なお、「世界測地系への変換」の実施件数が、前回調査結果（0 件）よりも大幅に増えて

いるのは特徴的である。 
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表－83 測量目的別 事業量（汎用性の高いもの） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図－12 測量目的別 件数及び事業経費の比率（汎用性の高いもの） 
 
 
 
 
 

都市 82 22,285 1,693 4,406 224,191 2,734
生活環境 16 4,918 522 1,673 71,889 4,493
道路 96 21,972 4,933 9,899 207,649 2,163
鉄道 2 0 1 35 0 0
港湾・空港 6 1,184 182 1,279 8,623 1,437
海岸 5 696 83 311 3,648 730
治山 24 2,342 213 3,670 58,056 2,419
治水 39 13,593 2,185 5,867 140,320 3,598
森林 5 2,669 0 1,022 2,341 468
農業基盤 48 552 163 3,430 129,492 2,698
鉱工業 0 0 0 0 0 -
地質調査 1 0 63 0 368 368
調査・研究 3 5,446 851 65 10,985 3,662
災害 10 10,629 1,487 1,669 82,008 8,201
総合計画 16 7,482 1,126 500 35,913 2,245
固定資産現況調査 21 7,469 123 1,168 27,769 1,322
世界測地系への変換 15 2,245 833 2,295 34,043 2,270
その他 83 15,951 183 13,470 181,604 2,188
無回答 0 0 0 0 0 -
総計 472 119,433 14,641 50,759 1,218,899 2,582

1件当り
の経費

（万円）

　　　　　　事業量
測量目的

件数
（件）

面積
（km2）

延長
（km）

点数
（点）

経費
（万円）

（件数） （事業経費） 
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ウ．測量目的別による測量種別件数の状況（表－84） 
 測量目的別の測量種別件数については、表－84 のとおりである。 
 件数は、4,522 件であった。なお、実際には 1,583 件であるが、これは一つの測量目的に

複数の測量種別が含まれている場合に、それぞれの測量種別で集計しているため、件数が

実際よりも多くなっている。一つの測量目的に平均 2.9 種類の測量種別が含まれていると

言える。 
 測量目的別に見ると、「道路」は、「TS による基準点測量」、「縦横断測量」、「GPS による

基準点測量」、「水準測量」の順に多く、現地測量が多いことが分かる。「都市」は、「TS
による基準点測量」、「GSP による基準点測量」、「デジタルマッピングによる地図修正」の

順に多く、地図作成の比率が道路よりも高いことが分かる。「農業基盤」は、「GPS による

基準点測量」、「TS による基準点測量」、「縦横断測量」の順に多く、「道路」と同様の傾向

が見られる。 
 特徴的な事として、「写真地図作成（デジタルオルソ）」及び「カラー・デジタル空中写

真撮影」は、「固定資産現況調査」で実施される比率が高く、これは前回調査結果と同様の

傾向である。また、「航空レーザ」は、「治山」で実施される比率が高く、これは前回調査

結果では「治水」の比率が高かったので、何らかの状況の変化があったと思われる。 
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図－13 測量目的別 測量種別件数の比率 
 
 
 
② 測量目的別による基準点設置の状況 
 
ア．測量目的別による設置基準点及び等級別事業量（基準点）（表－85） 
 設置した基準点の等級に対する測量目的別の内訳は、表－85 のとおりである。 

1 級基準点の新設設置点数はのべ 1,766 点であり、1 級～4 級基準点の新設設置点数はの

べ約 10 万点であった。なお、実際には 74,685 点（1 級：1,160 点、2 級：2,447 点、3 級：

17,371 点、4 級：53,707 点）であるが、これは一つの測量案件に複数の測量目的が含まれ

ている場合に、それぞれの測量目的で集計しているため、点数が実際よりも多くなってい

る。 
 測量目的別に見ると、「道路」において 1 級～3 級基準点に注目すると、比率は 1 等基準

点が約 7.1％、2 等基準点が約 17.9％、3 等基準点が約 75.0％であり、前回調査結果（順に、

約 6.7％、約 4.0％、約 89.3％）と比較すると、2 等基準点の設置比率が約 14 ポイント増加

している。 
 「都市」において 1 級～3 級基準点に注目すると、比率は 1 等基準点が約 4.4％、2 等基

準点が約 14.4％、3 等基準点が約 81.2％であり、前回調査結果（順に、約 1.4％、約 8.5％、

約 90.1％）と比較すると、1 等及び 2 等基準点の設置比率がそれぞれ増加している。 
 その他特徴的なことは、「調査・研究」及び「総合計画」は 1 級基準点の設置比率が高い

こと、また「災害」は 2 級基準点の設置比率が高いことが挙げられる。 
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イ．測量目的別による設置基準点及び等級別事業量（水準点）（表－86） 
 設置した水準点の等級に対する測量目的の内訳は、表－86 のとおりである。 
 水準測量の 1 級水準点の延長は 8,852km であり、1 級～4 級水準点及び簡易水準点の延

長は 13,376km であった。なお、実際には 8,209km であるが、これは一つの測量案件に複

数の測量目的が含まれている場合に、それぞれの測量目的で集計しているため、点数が実

際よりも多くなっている。 
 測量目的別に見ると、「生活環境」、「治水」、「災害」の順に延長距離が長いが、前回調査

結果（「生活環境」、「総合計画」、「農業基盤」の順）と比較すると、「治水」及び「災害」

の順位が上がっている。 
その他特徴的なことは、「道路」及び「世界測地系への変換」は 3 級基準点で延長比率が

高いこと、「道路」及び「農業基盤」は 4 級基準点で延長比率が高いことが挙げられる。 
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③ 測量目的別による地図作成の状況（表－87） 
 作成した地図の縮尺に対する測量計画目的別の内訳は、表－87 のとおりである。なお、

「TS による地図作成」、「TS による地図修正」、「平板による地図作成」、「平板による地図

修正」、「既成図による地図修正」、「写真測量による地図作成」、「写真測量による地図修正」、

「デジタルマッピング（新規作成）、「デジタルマッピング（修正）」、「既成図数値化」、「写

真地図作成」、「地図編集」に限定して集計した。 
 測量目的別に見ると、地図作成件数は、「道路」、「その他」、「都市」、「農業基盤」の順に

多い。前回調査結果（「道路」、「都市」、「その他」、「固定資産現況調査」の順）と比較する

と、「農業基盤」の順位が上がってきた。 
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④ 測量目的別による空中写真撮影の状況 
 
ア．測量目的別による撮影縮尺別件数（白黒・アナログ）（表－88） 
 撮影された白黒・アナログ空中写真の縮尺に対する測量目的別の内訳は、表－88 のとお

りである。実施件数は 3 件であり、前回調査結果（10 件）よりも減少した。 
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イ．測量目的別による撮影縮尺別件数（カラー・アナログ）（表－89） 

 撮影されたカラー・アナログ空中写真の縮尺に対する測量目的別の内訳は、表－89 のと

おりである。実施件数は 61 件であり、前回調査結果（92 件）と比較すると減少している

ように見えるが、これはカラー・デジタル空中写真と分離して集計していることが原因と

思われ、カラー・アナログとカラー・デジタルの両者を合計すると 219 件であり、倍増し

ている。 
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ウ．測量目的別による撮影縮尺別件数（白黒・デジタル）（表－90） 
 撮影された白黒・デジタル空中写真の縮尺に対する測量目的別の内訳は、表－90 のとお

りである。実施件数は 5 件であり、前回調査結果（10 件）よりも減少した。 
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エ．測量目的別による撮影縮尺別件数（カラー・デジタル）（表－91） 

 撮影されたカラー・デジタル空中写真の縮尺に対する測量目的別の内訳は、表－91 のと

おりである。実施件数は 158 件であり、前回調査結果（92 件）と比較すると、カラー・ア

ナログとカラー・デジタルの両者を合計すると 219 件であり、倍増している。 
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0
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0
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0
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（４）都道府県別による公共測量の実施状況 
 調査結果を都道府県別に集計し、分析を行った。 
 
① 都道府県別による事業量の状況（表－92） 
 都道府県別の事業量については、表－92 のとおりである。 

件数は、1,583 件であった。 
 面積は、約 9.0 万 km2 であり、前回調査結果（約 3.0 万 km2）と比較すると、約 3.0 倍

に増加した。なお、面積は、基準点の設置面積、空中写真の撮影面積、並びに地図及び写

真地図の作成面積の合計である。 
 延長は、約 1.9 万 km であり、前回調査結果（約 1.0 万 km）と比較すると、約 1.8 倍に

増加した。なお、延長は、水準点、簡易水準点、縦横断測量及び作成した地図の延長の合

計である。 
 点数は、約 7.7 万点であり、前回調査結果（約 5.9 万点）と比較すると、約 1.3 倍に増加

した。なお、点数は、基準点、水準点、及び簡易水準点の合計である。 
 経費は、約 181 億円であり、前回調査結果（約 177 億円）と比較すると、ほぼ変化はな

かった。なお、経費は、測量案件の経費の合計であり、427 件の無回答があった。 
 1 件当たりの経費は、1,142 万円であったが、経費合計を経費の回答があった 1,156 件で

割ると 1,564 万円となり、実態よりも小さくなっている。 
 都道府県別にみると、件数では、北海道、東京都、福岡県、愛知県、大阪府の順に多く、

前回調査結果（北海道、愛知県、千葉県、東京都、大阪府の順）と比較すると、東京都及

び福岡県の件数が相対的に多くなっている。 
 面積では、北海道、東京都、岐阜県、宮城県、広島県の順に多く、前回調査結果（岐阜

県、島根県、愛知県、埼玉県、鹿児島県）と比較すると、岐阜県以外は入れ替わっている。 
 延長では、北海道、千葉県、山梨県、群馬県、新潟県の順に多く、前回調査結果（静岡

県、愛知県、新潟県、東京都、北海道）と比較すると、千葉県、山梨県、群馬県の延長が

相対的に長くなってきている。 
 点数では、北海道、東京都、埼玉県、山口県、宮城県の順に多く、前回調査結果（熊本

県、兵庫県、岩手県、東京都、島根県）と比較すると、東京都以外は全て入れ替わってい

る。 
 経費では、北海道、徳島県、新潟県、愛知県、山梨県の順に多く、前回調査結果（岐阜

県、北海道、愛知県、富山県、千葉県）と比較すると、徳島県、新潟県、山梨県の経費が

相対的に高くなっている。 
 その他特徴的な点としては、宮城県で面積が大きい原因は、561km2 の写真撮影と同面

積の 1/1,000 地図作成を行っているためである。同じく宮城県で点数が多い原因は、200 点

以上設置した測量案件が 5 件あるためである。群馬県で延長が長い原因は、2,060km の作

成延長の 1/1,000 地図作成を行っているためである。埼玉県で点数が多い原因は、700 点以

上設置した測量案件が 5 件あるためである。千葉県で延長が長い原因は、1,720km の 1 級

水準点測量を行っているためである。新潟県で延長が長い原因は、723km の作成延長の

1/1,000 地図作成を行っているためである。山梨県で延長が長い原因は、820km の 1 級水準

点測量を行っていることと、1,063km の作成延長の 1/1,000 地図作成を行っているためであ
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る。岐阜県で面積が大きい原因は、2,295km2 及び 1,563km2 の写真撮影を行っているため

である。広島県で面積が大きい原因は、2 件の 800km2 以上の写真撮影と 1 件ずつの同規

模の 1/2,500 地図作成及び 1/1,500 写真地図作成を行っているためである。山口県で点数が

多い原因は、2,176 点の 3 級基準点設置測量を行っているためである。徳島県で 1 件当たり

の経費が大きい原因は、約 9.7 億円の航空レーザ測量を行っているためである。 
なお、いずれも重複分は含まれていない。 

 
表－92 都道府県別 事業量 

北海道 174 16,247 3,379 13,174 338,045 1,943
青森県 21 655 87 1,015 16,496 786
岩手県 14 1,875 6 414 19,213 1,372
宮城県 61 4,389 176 2,289 39,267 644
秋田県 11 1,361 496 285 17,037 1,549
山形県 38 3,666 118 1,563 60,850 1,601
福島県 24 538 17 1,837 17,829 743
茨城県 62 302 156 2,218 44,494 718
栃木県 27 1,540 791 213 31,982 1,185
群馬県 30 416 2,083 1,622 50,755 1,692
埼玉県 38 3,000 160 5,306 58,915 1,550
千葉県 55 3,397 2,655 2,230 60,791 1,105
東京都 107 10,013 921 8,362 57,378 536
神奈川県 46 1,792 726 2,069 38,896 846
新潟県 37 1,917 1,003 1,388 91,051 2,461
富山県 15 1,084 16 205 24,542 1,636
石川県 12 1,074 209 281 8,594 716
福井県 25 1,266 93 1,521 22,401 896
山梨県 18 2,147 2,272 329 65,668 3,648
長野県 41 3,321 376 1,214 41,206 1,005
岐阜県 39 5,330 241 1,379 20,581 528
静岡県 50 1,448 120 1,222 22,948 459
愛知県 80 2,330 594 2,146 82,360 1,030
三重県 17 988 194 345 17,357 1,021
滋賀県 16 439 75 1,958 10,554 660
京都府 19 83 86 905 12,808 674
大阪府 69 1,578 504 1,003 39,636 574
兵庫県 28 2,539 132 1,106 28,003 1,000
奈良県 14 321 34 1,024 6,595 471
和歌山県 21 582 0 1,677 14,476 689
鳥取県 13 105 9 587 15,253 1,173
島根県 23 114 22 472 13,368 581
岡山県 19 850 124 1,706 36,327 1,912
広島県 30 4,052 77 438 29,849 995
山口県 16 3,203 40 3,635 40,449 2,528
徳島県 13 14 6 68 99,854 7,681
香川県 12 6 10 904 2,145 179
愛媛県 11 1,224 2 26 18,312 1,665
高知県 29 385 21 319 30,303 1,045
福岡県 83 1,958 228 2,087 43,753 527
佐賀県 15 381 105 568 13,138 876
長崎県 18 261 26 397 21,168 1,176
熊本県 20 1,175 63 393 31,692 1,585
大分県 11 167 67 254 5,378 489
宮崎県 14 342 23 2,084 14,634 1,045
鹿児島県 26 455 46 1,800 16,392 630
沖縄県 21 38 60 1,145 15,741 750
総計 1,583 90,369 18,650 77,183 1,808,484 1,142

1件当りの
経費

（万円）

　　　　　事業
都道府県

件数
（件）

面積
（km2）

延長
（km）

点数
（点）

経費
（万円）
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② 都道府県別による基準点設置の状況 
 
ア．都道府県別による設置基準点及び等級別事業量（基準点）（表－93） 
 設置した基準点の等級に対する都道府県別の内訳は、表－93 のとおりである。 
基準点の新設設置点数は 1 等が約 0.1 万点、2 等が約 0.2 万点、3 等が約 1.7 万点であり、

1 級～4 級基準点の新設設置点数は約 7.5 万点であった。前回調査結果（1 等：約 0.1 万点、

2 等：約 1.2 万点、3 等：約 1.7 万点）と比較すると、特に 2 等基準点の設置点数の減少が

特徴的である。また、永久標識設置点数は約 1.6 万点であった。 
1 級基準点の設置点数では、福島県、北海道、長野県の順に多く、前回調査結果（沖縄

県、北海道、広島県の順）と比較すると、福島県及び長野県の 1 級基準点設置点数が相対

的に多くなっている。福島県で 1 級基準点の設置点数が多い原因は、820 点の 1 級基準点

設置測量を行っているためである。 
2 級基準点の設置点数では、北海道、福岡県、神奈川県の順に多く、前回調査結果（熊

本県、島根県、宮城県の順）と比較すると、全て入れ替わっている。 
3 級基準点の設置点数では、山口県、北海道、宮崎県の順に多く、前回調査結果（兵庫

県、東京都、岩手県の順）と比較すると、全て入れ替わっている。山口県で 3 級基準点の

設置点数が多い原因は、2,176 点の 3 級基準点設置測量を行っているためである。 
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イ．都道府県別による設置基準点及び等級別事業量（水準点）（表－94） 
 設置した水準点の等級に対する都道府県別の内訳は、表－94 のとおりである。 
 1級水準点の設置点数は140点であり、1級～3級水準点の合計設置点数909点であった。

前回調査結果（245 点）と比較すると、約 3.7 倍になっている。 
1 級水準点の延長は 5,285km であり、1 級～3 級水準点の延長は 7,328km であった。前回

調査結果（2,406km）と比較すると、約 3.0 倍になっている。 
1 級～4 級水準点の総延長では、千葉県、山梨県、東京都の順に長く、前回調査結果（愛

知県、東京都、新潟県の順）と比較すると、千葉県、山梨県の総延長が相対的に長くなっ

ている。 
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（５）地方測量部等管内別による公共測量の実施状況 
 調査結果を地方測量部等管内別に集計し、分析を行った。 
 
① 地方測量部等管内別による事業量等の状況 
 
ア．地方測量部等管内別による事業量の状況（表－95） 
 地方測量部等管内別の事業量については、表－95 のとおりである。 
 件数は、1583 件であった。 
 面積は、約 9.0 万 km2 であり、前回調査結果（約 3.0 万 km2）と比較すると、約 3.0 倍

に増加した。なお、面積は、基準点の設置面積、空中写真の撮影面積、並びに地図及び写

真地図の作成面積の合計である。 
 延長は、約 1.9 万 km であり、前回調査結果（約 1.0 万 km）と比較すると、約 1.8 倍に

増加した。なお、延長は、水準点、簡易水準点、縦横断測量及び作成した地図の延長の合

計である。 
 点数は、約 7.7 万点であり、前回調査結果（約 5.9 万点）と比較すると、約 1.3 倍に増加

した。なお、点数は、基準点、水準点、及び簡易水準点の合計である。 
 経費は、約 181 億円であり、前回調査結果（約 177 億円）と比較すると、ほぼ変化はな

かった。なお、経費は、測量案件の経費の合計であり、427 件の無回答があった。 
 1 件当たりの経費は、1,142 万円であったが、経費合計を経費の回答があった 1,156 件で

割ると 1,564 万円となり、実態よりも小さくなっている。 
 管内別に見ると、件数では、「関東」、「九州」、「中部」の順に多く、前回調査結果（「関

東」、「近畿」、「九州」の順）と比較すると、「近畿」の件数が相対的に少なくなっている。

経費では、「関東」、「北海道」、「四国」でそれぞれ 10 億円以上増加した。一方で、「中部」

で 24 億円以上減少し、前々回調査結果（約 14 億円）並みに戻った。 
なお、いずれも重複分は含まれていない。 

 
表－95 地方測量部等管内別 事業量 

 
 
 

北海道 174 16,247 3,379 13,174 338,045 1,943
東北 169 12,484 901 7,403 170,692 1,010
関東 424 25,928 10,141 23,563 450,085 1,062
北陸 89 5,341 1,321 3,395 146,588 1,647
中部 186 10,095 1,149 5,092 143,246 770
近畿 167 5,542 831 7,673 112,072 671
中国 101 8,325 271 6,838 135,246 1,339
四国 65 1,629 39 1,317 150,614 2,317
九州 187 4,739 557 7,583 146,155 782
沖縄 21 38 60 1,145 15,741 750
全国 1,583 90,369 18,650 77,183 1,808,484 1,142

1件当たりの
経費（万円）

　　　　　　事業
地測別

件数
（件）

面積
（km2）

延長
（km）

点数
（点）

経費
（万円）
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イ．地方測量部等管内別による 1 件当たりの経費の状況（表－96） 
 地方測量部等管内別の 1 件当たりの経費は、表－96 のとおりである。 
 １億円以上の件数比率が多いのは、「北海道」及び「四国」であった。前回調査結果と比

較すると、「中部」で件数が減少したことが特徴的である。 
 ５００万円未満の件数比率が多いのは、「四国」、「近畿」及び「関東」であった。前回調

査結果と比較すると、「九州」及び「沖縄」で比率が下がったことが特徴的である。 
なお、測量種別の経費の回答がない場合は、その測量種別を含む測量案件の経費を代用

している。また、両方の経費の回答がない場合は、無回答としている。 
 

表－96 地方測量部等管内別 1 件当たりの経費 
 

注：無回答は 427 件あり、その内訳は以下のとおりであった。 
「北海道」：34 件 
「東北」：38 件 
「関東」：113 件 
「北陸」：25 件 
「中部」：44 件 

「近畿」：58 件 
「中国」：29 件 
「四国」：16 件 
「九州」：65 件 
「沖縄」：5 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－17 地方測量部等管内別 1 件当たりの経費の比率

計
件数

（件）
比率
（%）

件数
（件）

比率
（%）

件数
（件）

比率
（%）

件数
（件）

比率
（%）

件数
（件）

比率
（%）

件数
（件）

北海道 56 40.0 26 18.6 45 32.1 5 3.6 8 5.7 140
東北 53 40.5 32 24.4 39 29.8 7 5.3 0 0.0 131
関東 156 50.2 50 16.1 86 27.7 10 3.2 9 2.9 311
北陸 19 29.7 15 23.4 23 35.9 6 9.4 1 1.6 64
中部 67 47.2 29 20.4 44 31.0 2 1.4 0 0.0 142
近畿 56 51.4 24 22.0 25 22.9 4 3.7 0 0.0 109
中国 30 41.7 18 25.0 17 23.6 5 6.9 2 2.8 72
四国 30 61.2 10 20.4 6 12.2 1 2.0 2 4.1 49
九州 45 36.9 23 18.9 52 42.6 2 1.6 0 0.0 122
沖縄 6 37.5 5 31.3 5 31.3 0 0.0 0 0.0 16
全国 518 44.8 232 20.1 342 29.6 42 3.6 22 1.9 1,156

1億円以上
　　　　費用
地測別

500万円未満 1000万円未満 5000万円未満 1億円未満
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ウ．地方測量部等管内別による測量種別件数の状況（表－97） 
 地方測量部等管内別の測量種別件数は、表－97 のとおりである。 
件数は、のべ 3,345 件であった。なお、実際には 1,583 件であるが、これは一つの測量案

件に複数の測量種別が含まれている場合に、それぞれの測量種別で集計しているため、件

数が実際よりも多くなっている。一つの測量案件に平均 2.1 件の測量種別が含まれている

と言える。 
 測量種別で最も実施件数が多いのは「TS による基準点測量」で全体の約 20％を占める。

次いで、「GPS による基準点測量」、「縦横断測量」、「水準測量」、「TS による地図作成」、「平

板による地図作成」、「デジタルマッピング（新規作成）」、「写真地図作成（デジタルオルソ）」

の順に多い。「GPS による基準点測量」の全体に占める比率（約 16％）については、前回

調査結果（約 29％）と比較すると、比率の下げ幅がとても大きいことからも、基準点測量

では、TS の方が GPS よりも多く実施されていることがわかる。また、地図作成では、TS、
平板、デジタルマッピング、写真地図作成の順に多く実施されていることがわかる。また、

地図作成は地図修正よりも多く実施されていることがわかる。 
 管内別に見ると、400 件以上ある「関東」、「九州」及び「東北」では、いずれも「GPS
による基準点測量」、「TS による基準点測量」及び「縦横断測量」が最も件数が多い測量種

別であった。また、地図作成関係では、いずれも「TS による地図作成」の件数が多かった。

航空写真撮影関係では、いずれも「カラー・デジタル空中写真撮影」が多かった。 
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図－18 地方測量部等管内別 測量種別件数の比率 

 
 
エ．地方測量部等管内別による測量種別事業経費の状況（表－98） 
 地方測量部等管内別の測量種別経費は、表－98 のとおりである。 
 経費は、約 83 億円であった。なお、実際には約 181 億円であるが、今回はそれぞれの測

量種別に対する経費が回答されている分のみ合計したため、実際の額よりも少なくなって

いる。測量種別では、「航空レーザ」、「デジタルマッピング（新規作成）」、「TS による基準

点測量」の順に経費が大きい。「航空レーザ」の経費が大きいのは、砂防事務所による砂防

計画を目的とした約 9.7 億円の測量作業があったことが大きいと思われる。前回調査結果

（「GPS による基準点測量」、「TS による基準点測量」、「デジタルマッピング（新規作成）」

の順に経費が高い）と比較すると、「GPS による基準点測量」の経費が低くなったことが

特徴的である。 
 管内別に見ると、「関東」、「四国」、「東北」の順に経費が大きい。「関東」では、「TS に

よる基準点測量」、「デジタルマッピング（修正）」、「GPS による基準点測量」の順に大き

く、前回調査結果（GPS、TS、DM の順）と比較すると、傾向に大きな変化はない。「四国」

では、「航空レーザ測量」が経費合計の約 86％を占めている。「東北」では、「デジタルマ

ッピング（新規作成）」、「航空レーザ測量」、「既成図数値化」の順に大きく、前回調査結果

（GPS、DM 新規、写真地図の順）と比較すると、大きく順位が変動している。 
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オ．地方測量部等管内別による測量目的別件数の状況（表－99） 
 地方測量部等管内別の測量目的別件数については、表－99 のとおりである。 
 件数は、1,964 件であった。なお、実際には 1,583 件であるが、これは一つの測量案件に

複数の測量目的が含まれている場合に、それぞれの測量目的で集計しているため、件数が

実際よりも多くなっている。一つの測量案件に平均 1.2 種類の測量目的が含まれていると

言える。 
 管内別に見ると、「関東」では、「道路」、「その他」、「都市」の順に多く、前回調査結果

（「その他」、「道路」、「都市」の順）と比較すると、傾向に大きな変化はない。「九州」及

び「東北」でもほぼ同様の傾向であった。 
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図－19 地方測量部等管内別 測量目的別件数 
 
 
カ．地方測量部等管内別による測量目的別事業経費の状況（表－100） 
 地方測量部等管内別の測量目的別事業経費については、表－100 のとおりである。 
 経費は、約 240 億円であった。なお、実際には約 181 億円であるが、これは一つの測量

案件に複数の測量目的が含まれている場合に、それぞれの測量目的で集計しているため、

経費が実際よりも多くなっている。 
 管内別に見ると、「関東」では、「道路」、「その他」、「都市」の順に多く、前回調査結果

（「都市」、「道路」、「その他」の順）と比較すると、傾向に大きな変化はない。「北海道」

では、「その他」、「道路」、「治水」の順に多く、前回調査結果（「農業基盤」、「道路」、「そ

の他」の順）と比較すると、「治水」の経費が相対的に大きくなっている。「中部」では、

「道路」、「農業基盤」、「生活環境」の順に多く、前回調査結果（「都市」、「その他」、「道路」

の順）と比較すると、傾向に大きな変化があった。 
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② 地方測量部等管内別による基準点設置の状況 
 
ア．地方測量部等管内別による設置基準点及び等級別事業量（基準点・水準点）（表－101） 
 設置した基準点及び水準点の等級に対する地方測量部等管内別の内訳は、表－101 のと

おりである。 
基準点の新設設置点数は 1 等が約 0.1 万点、2 等が約 0.2 万点、3 等が約 1.7 万点であり、

1 級～4 級基準点の新設設置点数は約 7.5 万点であった。前回調査結果（1 等：約 0.1 万点、

2 等：約 1.2 万点、3 等：約 1.7 万点）と比較すると、特に 2 等基準点の設置点数の減少が

特徴的である。また、永久標識設置点数は約 1.6 万点であった。 
 1級水準点の設置点数は140点であり、1級～3級水準点の合計設置点数909点であった。

前回調査結果（245 点）と比較すると、約 3.7 倍になっている。 
基準点の設置点数では、「関東」、「北海道」、「近畿」の順に多く、前回調査結果（「九州」、

「東北」、「関東」の順）と比較すると、「北海道」及び「近畿」の設置点数が相対的に多く

なっている。また、1 級基準点の設置点数では、「東北」、「関東」、「北海道」の順に多く、

前回調査結果（「沖縄」、「北海道」、「中国」の順）と比較すると、「東北」及び「関東」の

設置点数が相対的に多くなっている。 
水準点の延長では、「関東」、「中部」、「北海道」の順に長く、前回調査結果（「中部」、「関

東」、「北陸」の順）と比較すると、「北海道」の延長が相対的に長くなっている。また、1
級水準点の延長では、「関東」、「中部」、「近畿」の順に長く、前回調査結果（「中部」、「関

東」、「北陸」の順）と比較すると、「近畿」の延長が相対的に長くなっている。 
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イ．地方測量部等管内別による設置基準点及び等級別事業量（基準点測量）（表－102） 
 基準点測量に関する設置した基準点の等級に対する地方測量部等管内別の内訳は、表－

102 のとおりである。 
 1 級基準点の「GPS による基準点測量」実施率は約 56％で、前回調査結果（100％）と

比較すると、大きく減少した。2 級基準点の「GPS による基準点測量」実施率は約 57％で、

前回調査結果（約 99％）と比較すると、これも大きく減少した。 
 管内別に見ると、1 級基準点では、「東北」が一番多く、前回調査結果（0 点）と比較す

ると、大きく増加している。 
 2 級基準点では、「北海道」が一番多く、前回調査結果（493 点）と比較すると、約 1.7
倍に増加している。 
 3 級基準点では、「中国」が一番多く、前回調査結果（1,688 点）と比較すると、約 4.0
倍に増加している。 
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③ 地方測量部等管内別による地図作成の状況 
 
ア．地方測量部等管内別による地図作成の状況(写真測量関連)（表－103） 
 作成した地図の縮尺に対する地方測量部等管内別の内訳は、表－103 のとおりである。

なお、「写真測量による地図作成」、「写真測量による地図修正」、「デジタルマッピング（新

規作成）、「デジタルマッピング（修正）」に限定して集計した。 
 縮尺別では、1/2,500、1/1,000、1/10,000 の順に件数が多い。前回調査結果（1/2,500、1/1,000、
1/500 の順）と比較すると、1/10,000 の件数が相対的に増加した。 
 管内別に見ると、「関東」、「九州」、「近畿」の順に多く、前回調査結果（「中部」、「関東」、

「北陸」の順）と比較すると、「九州」及び「近畿」の件数が相対的に増加した。 
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図－20 地方測量部等管内別 地図縮尺別件数の比率（写真測量関連） 
（写真測量作成、写真測量修正、DM 新規作成、DM 修正） 

 
 
イ．地方測量部管内別による地図作成の状況（地上測量関連）（表－104） 
 作成した地図の縮尺に対する地方測量部等管内別の内訳は、表－104 のとおりである。

なお、「平板による地図作成」、「平板による地図修正」、「TS による地図作成」、「TS による

地図修正」に限定して集計した。 
 縮尺別では、1/500、1/1,000、1/250 の順に件数が多い。前回調査結果と同様の傾向であ

った。 
 管内別に見ると、「関東」、「東北」、「中部」の順に多く、前回調査結果（「関東」、「九州」、

「近畿」の順）と比較すると、「東北」及び「中部」の件数が相対的に増加した。 
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図－21 地方測量部等管内別 地図縮尺別件数の比率（地上測量関連） 
（平板地図作成、平板地図修正、TS 地図作成、TS 地図修正） 

 
 
④ 地方測量部等別による空中写真撮影の状況 
 

ア．地方測量部等管内別による撮影縮尺別件数（白黒・アナログ）（表－105） 
 撮影された白黒・アナログ空中写真の縮尺に対する地方測量部等管内別の内訳は、表－

105 のとおりである。実施件数は 2 件であり、前回調査結果（10 件）より減少した。 
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イ．地方測量部等管内別による撮影縮尺別件数（カラー・アナログ）（表－106） 
 撮影されたカラー・アナログ空中写真の縮尺に対する地方測量部等管内別の内訳は、表

－106 のとおりである。実施件数は 23 件であり、前回調査結果（92 件）と比較すると減少

しているように見えるが、これはカラー・デジタル空中写真と分離して集計していること

が原因と思われ、特段の変化は見られない。 
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ウ．地方測量部等管内別による撮影縮尺別件数（白黒・デジタル） 
 撮影された白黒・デジタル空中写真の縮尺に対する地方測量部等管内別の内訳は、表－

107 のとおりである。実施件数は 2 件であり、前回調査結果（10 件）より減少した。 
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エ．地方測量部等管内別による撮影縮尺別件数（カラー・デジタル）（表－108） 
 撮影されたカラー・デジタル空中写真の縮尺に対する地方測量部等管内別の内訳は、表

－108 のとおりである。実施件数は 68 件であり、前回調査結果（92 件）と比較すると同程

度の件数であった。件数は 1/10,000、1/3,000 の順に多いが、前回調査結果（1/10,000、1/8,000
の順に多い）と比較すると、1/3,000 の件数が増加している。 
 

178



 

表
－

10
8 

地
方
測
量
部
等
管
内
別
 
撮
影
縮
尺
別
件
数
（
カ
ラ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
）
（
件
）

 
 

  北
海

道
2

0
0

0
0

0
0

1
1

0
1

5
東

北
1

0
0

0
0

2
2

0
0

0
0

5
関

東
6

0
0

1
0

0
10

2
0

0
0

19
北

陸
0

0
0

0
0

1
0

0
0

1
1

3
中

部
1

2
0

0
0

2
0

1
0

0
1

7
近

畿
3

0
0

0
0

3
1

5
0

0
0

12
中

国
1

0
0

0
0

2
1

1
0

0
0

5
四

国
0

0
0

0
0

0
1

0
0

1
0

2
九

州
2

1
0

0
0

1
2

3
0

0
0

9
沖

縄
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
全

国
16

4
0

1
0

11
17

13
1

2
3

68

～
1/

8,
00

0
～

1/
10

,0
00

～
1/

12
,5

00
～

1/
16

,0
00

～
1/

20
,0

00
1/

20
,0

00
未

満
計

～
1/

6,
00

0
～

1/
7,

00
0

　
　

　
　

　
　

縮
尺

地
測

別
～

1/
3,

00
0

～
1/

4,
00

0
～

1/
5,

00
0

179


	111
	1章～3-3章（決裁0301）
	3-4章（決裁0301）
	3-5章・4章（決裁0301）

	調査票部分
	1章～3-3章（決裁0225）
	3-4章（決裁0225）
	3-5章・4章（決裁0225）




